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および Fe 置換系における三重臨界点の探索とそこでの臨界現象について報告した。 
 ①では、各結晶軸方向の核磁気共鳴(NMR)測定から、磁化(ܯ௖ ≫ ܯ௔)と磁気ゆらぎ











に対し、 ∥ܲ௖はܪ∥௖ = 0でも強磁性状態を誘起することを示した。また、ܵ௖の ୫ܶୟ୶ ～ 20 
Kにおけるピーク強度が、 ∥ܲ௕により抑えられるのに対し、 ∥ܲ௖により増強され(ܶ, ∥ܲ௖) ~ 
(20 K, 0.16 GPa)付近で最大値を持つことを示した。次に、Fe置換系U(Co1-xFex)Alにつ
いてゼロ磁場下でNQR測定を行った結果、x = 1%以上で誘起される強磁性転移が相分
離を伴う一次転移であることを示した。更に、(T, x) 相図上で ୫ܶୟ୶の線と一次の強磁
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